
場面状況

A子 ,実家の 2Fでひな祭 り

のオルゴールに合わせて踊つ

ている。

高速道路サー ビスエ リアに停

車中

経過時間

00:44

中立人

A子

申立人

会 話

申立人 「A子ちゃんはね,おかあさんにいわな

いかんcみんな仲良くしようってね c」

「それがいいんやろ ?J

A子 「あた しはね 。。あれ 。。お とうさんJ

中立人 「みんなが仲良くして,い つしょなんが

一番いいんやろ ?」

A子 「お じいちゃんとおばあちゃん と…おば

あちゃんお じいちゃん とこ…」

「だから裁判所のお じちゃんに一 と…言

つてみたい」

「そ うやね」

「言つてみたい二

「よっしゃc ―もうちょつとしたら裁半1

所いけるよ うに,お 父 さん頑張ってみ

るか ら`・・cJ「 そ した らいろいろ間かれ

ると思 う。 A子 ちゃんは本当は どこに

行 きたいか,聞 いてくれると思 う…
c」

「あ～お父さんのお うちJ

「おかあさんはいなくて t)いいのか ?」

「うん J

「いなくて (Dいいの ?」

「うん J

「おかあさん もいつしょだった方がいい

んか ?」

A了‐「え～いや J

申立人 「いやなの ?」

A子 「うん」

中立人 「なんで,怖いの ?」

A子 「うん J

申立人 「え～なんで ?」

A子 「お父さんがいいJ

A子

申立人

A子

申立人

A子・

申立人



卓,発進するc

A子 ,多」竿で遊ノレでいる。

この後約 37分にわたつ

娘の会言舌/」 糸`売く,

A子の機嫌は良い。

中国道に入 り,車が渋滞 して

いるっ

コープとはいつ {)A子 の引き

渡 しが行われるスーバーマー

ケ ットのこと。

A了 泣き始める。

A子 ,泣きながら必死で訴え

続ける。

申立人 「お父さん怒る 。・ちゃ う,お母 さん怒

A子

申立人

A子

立 人

A子 「こんな,の びちゃったJ

中立人 「のびちゃった」「つ り,本物のつ りいき

たい ?」

A子 「え～,にせ もの」

中立人 「にせ t)の がいいの ?お もちゃのお遊び

1/9ン⊃り/1｀ いいl19?」

A子 「だつてこれ本物みたい じゃないか壺

A子 「あた し,裁判所行きたい J

中立人 「今 日は裁判所やつてない
「 日曜 日だか

ら。J

A子 「今 日はどこいくん ?J

申立人 「…今 日は一もうコーブいかないかん…」

A子 「!!いやだ」「いやだよう」

「コープいかない !J「お じいちゃん,お

ばあちゃん とこ行きたい !J

(注  コープはいつ もA子 の受け渡 しが行わ

れる場所 )

A子「ねえ～ね～お とうさん」「お じいちゃん ,

おばあちゃん とこ行きたい」

「お じいちゃん,おばあちゃん とこ… う

うう…よう」

るの ?」

「うん」

「怖いの ?J

「うん」

「…いかんね―…」41

05

40: 12

40:25



ふたたび泣き始める

相手方より電話がかかる

42:00

43:55

44:35

45:25

申立人 「A子 ちゃん泣いてるとお とうさん悲 し

くなるか ら・・・ J

A子 「行きたい,お じいちゃんおばあちゃん

とこ行 きたいc行 きたい,行 きたい
,

行きたくなってきた.J「 行きたい,行

きたくなってきた,お とうさん」

申立人 「行きたいんわかるよ,A子 ちゃんrlTiiり

たいんやね J

A子 「あた し…お とうさん といっ しょに帰 り

たい」

「だれにきいてみたJ

申立人 「だれに聞いてみようか」

「A子 ちゃんもいつしょになって,みん

なで裁判所いわないかんJ

A子 「ねえねえ,お とうさん,あた しお とう

さん といっ しょにお じいちゃんおばあ

ちゃんとこ帰 りたいJ

申立人 「それが一番いいんだね」

A子 「うん,誰に聞いてみよう」

中立人 「でもね,みんなわからないんだ J

A子 「ああ～ J

中立人 「だから,先生 とみんなでがんばってみ

るか ら…
J

A子 「どこいつきょん…どこ行 くん ?J

申立人 「今,伊丹の近 くまできてる…
J

A了 「コープ・・・ ?」

中立人 「そ うやね J

A子 「いやだ,いやだよう～」

中立人 「コープ着いても,お とうさん しばらく

抱っこしてるからな」

A了^「 それか ら遊びに行きたいJ

申立人 「ほんな ら…アメージングワール ドちょ

つと行 くか ?J

A子 「お じいちゃん,お ばあちゃんとこでず

つと遊びたいよう」

中立人 「あ,電話や J



A子,電話に出ようとする父親

の手を押 さえにくるcそ して
,

烈 しく泣き始める。

A子 ,ますます烈 しく泣 く

申立人が電話で相手 と会話 して

いる

A子,泣 きながら電話をつかみ

にくる

烈 しく泣いている

烈 しく泣いてい る

烈 しく泣いている

46:36

46:54

48:26

49: 53

A子 「だれ ?J

中立人 「おかあさんや」

A子 「えつ !いやだいやだつ」

「いやだ,電話でんとって |」

申立人 「でも,かかつてきたか ら…出ないとお

こつてくるからね…」

申立人「今,宝塚インターの手前 ぐらい… ……・」

A子 「うわ～ん,あ あ～,お とうさん電話で

んとってよ～」

A子 「いやだ」

「お じいちゃん,お ばあちゃん とこ早 く

帰 りたいよ～」

A子 「いやだ」

「お じいちゃん,お ばあちゃん とこ早く

帰 りたいよ～ J

「行きたいよ |お とうさん !」

申立人 「お とうさんがんばるか らね,ち ゃん と

A子 ちゃんがお じいちゃん,おばあち

ゃん とこ来て,幼稚園いけるよ うがん

ばるから」

A子 「今は一いやだ,コープ行かないよ～」

「コープ行かない,行かないよ～」

申立人 「ちょつとセブンイ レブン行こうか ?」

A子 「いやだ,お じいちゃん,お ばあちゃん

とこ,今 ,お じいちゃん,お ばあちゃ

んとこがいいJ

AF^「お とうさん,行 きたい…」

「行きたい」

申立人 「行きたいね…」

A子 「行きたい,行きたくなつてきた」

申立人 「でも,A子 ちゃんを連れて帰った らお

とうさん警察に捕 まっちゃ うよ。それ

でいいの ?J

A子 「お とうさん～ああ～ うあ～ J

申立人 「Arち やんは強い子だから, もう少 し



烈 しく泣いている

烈 しく,立 いている

A子,絶叫 している

烈 しく,立 いている

A子,絶叫 している

A子,絶叫 している

50: 13

51: 15

52: 18

我1曼 できるやろ ?」

申立人 「ず う～つとA子 ちゃんのこといつ t)想

つてるから…
J

A子 「お じいちゃん,お ばあちゃん とこ行き

たい 1早 く早 くJ

「行きたくなってきた。J

「なってきた J

申立人 「じゃあね, どうしよ うか…もうちょつ

としてか ら 一回お じいちゃん,お ばあ

ちゃん とこ帰 らして くれってお願い し

てみるか ?J

A子 「うん」

「お じいちゃん,お ばあちゃんとこどこ?J

中立人 「ず一つとむこうだね J

「…今 日はだめ…」

A子 「いやだ !|IJ
「お とうさん | | !J

「お じいちゃん,おばあちゃん とこ行き

たい」

「今 日,行 きたくなつてきた」

申立人 「A子ちゃんの気持ちはわかるよ…」

A子 「行きたい,行きたい,行きたい,J

A子 「行きたい, もう一口 J

「行きたい,行きたい,お とうさん !お

とうさん,行 きたいよ～」

「お とうさんJ「お じいちゃん,おばあち

ゃん とこ, もう一 LHlい きたい, もうい

っかい～ J

申立人 「困つたね～ どうしようか 。・・・」

A子 「行きたい,行きたい,行 きたい,行 き

たい,お じいちゃん,おばあちゃん と

こ」

「行きたい,イ了きたい」

「今 日行きたい」

「行きたい |ll」

A子 「お とうさん行 きたい,お とうさん行き



A子 ,号 ,立 している

A子,泣 きながら絶叫

号泣,絶叫

号泣,絶叫

A子,泣きなが ら絶叫

宝塚 IoCに 到着

54:44

56:06

58: 10

58:20

58: 30

58 : 50

たい !!!J
「お とうさん行きたい || IJ

「 !!!お とうさん !!l」

「行きたい,行 きたい,イ jき たい,行き

たい,お とうさん」

A子 「行きたい,お とうさん !|!
「お とうさん !お とうさん |お とうさ

ん !行きたいようJ

「お とうさん,お とうさん !!!」

申立人 「わかってる,わかつてるからね」

A子 「今 日行きたいJ

「行きたい,行 きたい」

申立人 「裁判所のお じちゃんがいいって言 う

まで我慢 してJ

A子 「裁判所,行きたい」

「お じいちゃん,お ばあちゃん とこ
,

早く,今 日行きたい」

「行きたい,行きたい」

A子 「お とうさん !!IJ
「行きたい,イ了きたい,行 きたいJ

「お とうさん !|1行 きたいJ

「行きたい,今 日行きたい」

「お じいちゃん,お ばあちゃん とこ
,

お とうさん,行 きたい !|IJ
「行 きたい,行 きたい)行 きたいよ

～ 1 ! !」

「行 きたい,行 きたい,お とうさん !

行 きたい !」

「おとうさん |お とうさん ! ! !あ

～ |

A子 「お とうさん,お とうさん,お とうさ

ん,行きたい !今 日 !!|あ ～J

中立人 「ちょつと道路お りてか ら考えよ う

か 。 ・ ・ 」

A子 「お じいちゃん,おばあちゃんとこ…



つつ , つつ」

「行 きたい
,

中立人 「車をちょ

A子 「行きたい

った…」

中立人 「A子 ちゃんが行 きたいって思 うのが

当た り前なんだよ」「A了^ち ゃん全然わ

がままじゃないからね J

行きたかつた…行 きたか

行きたい…」

っと止める…
J

A子,号泣 している

:39

: 15

A子

申立人

A子

申立人

A子

中立人

A子

「うん,行きたい,行きたい… うあ～」

「ちょっと車止めて考えよう…」

「行きたかった…行きたい,行 きたい

行きた～い,行 きたい」

「ここはいやか, 伊丹は ?J

| つ
´`

」

|さ み しい ?」

「うんJ「 行きたいJ

テープ終 f

テープはここで終わつているが,こ の後,コ ープに到着後,A子が母親の顔を見るなリー層激 し

く泣き出し,母親から顔をそむけて父親の車を降りることを拒絶し,約 1時間半に渡つて中立人

が抱っこしていた。その後の経過は陳述書に記 したとおりであるc


